
ＨＱＳＬ始めました。 

JA1WOB 齋藤 

アマチュア無線を始めると、交信の証として「ＱＳＬカード」を発行する事になりま

す。法的な義務は有りませんが、慣例的に交換する事が多いですね。 

昔、ＳＷＬを始めた頃にアマチュア無線局に受信レポートを送りＱＳＬカードが届いた時

には、とっても嬉しかった事を覚えています。 

ＪＡＲＬのＳＷＬ-ＮＯ．も無いのに、受信した局の住所をコールブックで調べて、図々し

いくも、返信用の切手も添付せずに、手製のＳＷＬカードを送っていました。 

返信のＱＳＬカードが届くと嬉しくて、受信機の近くに貼って眺めていました。 

 開局直後は木版で自作した当初は、コールブックで調べた住所宛てにＱＳＬカードを送 

りました。 

交信局数が増えていくと、カードを印刷して、ＪＡＲＬにも入会して、ビューロー経由で

ＱＳＬカードを送る様になりました。 

１９６０年当時は、ＪＡＲＬ会員に対するＱＳＬカードの転送は勿論です

が、会員以外のアマチュア無線局には、１枚１円の「ＱＳＬ ＢＵＲＥＡ

Ｕ」ステッカーがあり非会員でも転送が出来ました。 

しかし、このステッカーも１９７１年に廃止となりました。 

 

ＱＳＬカードの作成は、手書きや、印刷依頼、パソコン等で、出来ますが、送る為に

は、ＪＡＲＬの会員となって、転送する。または郵送で送るなどでした。 

最近は、ＥＱＳＬやＨＱＳＬなどのインターネット経由で、ＱＳＬデータを送る事が 

出来る様になりました。 

当局も、ＦＴ－８等のデジタルモードで海外ＱＳＯが多くなると、Ｅ－ＱＳＬを使って 

送信しています。 

最近では、ＨＱＳＬを利用するＨＡＭ－ＬＯＧユーザーが多くなりました。 

１１月の１４４ＭｈｚＳＳＢのマラソンコンテストの交信中に、ＨＱＳＬを強く奨める局

から、ＨＱＳＬのインストールから設定までをご教授頂きコンテスト中に、ＨＱＳＬを始

める事になりました。 

 

ⅠＨＱＳＬを始める為の条件 

 

1，パソコンが有り、インターネット環境があり、E-mailアドレスがある。 

2，HAMLOGをインストールして使っている。 

3，JARLの会員で、HAMLOG の USER登録をしてある。 

以上の 3つの条件が整っていれは、ＨＱＳＬをインストールして、メールアドレスを設定

して、ＨＱＳＬカードの設定を行えば、インターネットを利用して、ＱＳＬカードの送受

信が出来ます。 



ⅡＨＱＳＬインストールの準備とメールアドレス設定 

 

1、HAMLOGのバージョンは Ver5.30 以上で有ること 

2，メールアドレスは、HQSL 専用の IDを取得した方が良い 

 （既存の IDでも動作するが、既存 IDを使用すると、HQSLと一般メールが混在して、

HQSL管理が混乱する） 

3，HAMLOG E-Mail QSL Ver4.8 をダウンロードする 

  URLは、HAMLOG E-Mail QSL (sakura.ne.jp) です 

  詳細の設定や運用はこちらのサイトを参照してください。 

  ここでは、はポイントを絞って紹介します。 

 

 

 

 

4，ダウンロードしたファイルを HAMLOGフォルダー内で解凍する。 

  解凍すると、MailQSL.exe があります。 

  これを実行しると、MailQSL が起動します。 

  デスクトップに、ショートカットを作成すると、あとあと便利です。 

5，初めに「電子 QSL通信設定」を行います。 

  この際に E-mailアドレスが必要になります。 

6，電子 QSL通信設定 

 ①コールサインと、パスワードを入力 

 します。このパスワードがハムログ 

ユーザー登録のパスワードになります。 

 ②メールアドレスは、ＨＱＳＬ専用が 

望ましいです。 

通常使うメールアドレスを使うと、 

ＨＱＳＬのメールと通常メールが混在 

してしまい、HQSL管理が煩雑になりま 

すます。 

 

 

  

③ＳＭＴＰやＰＯＰ３の設定は、Ｍｅｎｕを選択すると、メールサーバー毎の設定がある

ので、それを選択（クリック）すると自動設定されます。 

   

 

  

https://hamlog.sakura.ne.jp/mou/MailQSL.html


この例では、yahoo.co.jp を選択しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これで通信設定が完了しました。（HQSLの送受信が完了です） 

 

 

 



ⅢＨＱＳＬの作成 

 ＨＱＳＬには、ビギナーモードとＱＳＬ定義ファイルを作成して、作る方法の２種類 

があります。 

 ＱＳＬ定義ファイルはＨＡＭ－ＬＯＧのＱＳＬ定義ファイルと同様な形式の作成方法 

  と類似しいる為省略して、今回はビギナーモードの作成方法を紹介します。 

 

1，まずは画像を選択します。ＨＱＳＬにはサンプル画像がありますので、「富士山」 

  を選択してみました。 

  ①QSL定義の□内のチェックを外し、JPG画像をクリックするとサンプル画像が 

   表示されます。富士山.jpgを選択(クリック)する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②サンプルをクリックすると、ＨＱＳＬの画像が表示されます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③コールサインは、通信設定で入力した、自分のコールサインです。 



   フォントは□フォントをクリックして、色や好の字体にします。 

  ④Nameは環境設定の下にある Name設定 

に入力したものが、反映します。    

  ⑤運用場所や、ＱSL備考の 

「今後とも宜しくお願いします」 

などは、画像下にある 

   運用場所出力や QSL 備考で設定します。 

  ⑥レポート欄の表示方法も、画像下にあ 

る背景設定で、半透明や透明、塗りつ 

ぶしなどが選択できます。 

   これで、ＱＳＬカードの設定は終わ 

りです。 

Ⅳ ＨＱＳＬの送受信 

 ①送信は、HAM-LOGのレコード 

番号を設定して、送信します。 

例では、「16134」から「16157」 

の番号が設定されています。 

これで、「QSL送信」をクリック 

すると。 

ＨＱＳＬ送信可能なＱＳＬ画像 

が表示されます。 

「送信」をクリックすれば、HQSLが送 

されます。 

「送信せず」や「一気に」は必要 

に応じてはクリックして下さい。 

初めの内は、「送信」をクリックして、 

１件ずつ確認しながら送信する方法が 

良いと思います。 

 

 

 

 

 

  ②受信は QSL受信をクリックすると、 

自動的に HQSLが表示されます。 

受信日時が上部に表示されます。 

また、スクロールすれば過去に受信 

HQSLが見る事が出来ます。 



Ⅴ 歴代ＱＳＬカードの紹介 

  

 1966年の開局当時の QSLとレポート欄は TX/MOD/RXなど記載が細く周波数は MCです 

  

1990年に再開局した際に印刷した QSLで JCCが 1021の東大和市です 

 

  HAM-LOGの固定局用 QSL          E-QSL用カード、年賀状ソフトで作成 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       おわり。 


